
「鳥は空に魚は水に人は社会に」
精神医療国家賠償請求訴訟が

私たちに問うもの

和歌山県精神保健福祉士協会
30周年記念企画

記念フォーラム

精神科病院に閉じ込められたまま人生の大部分を過ごす方々がいます。精神障
害を持つ人も地域で暮らせるようにという世界の潮流に逆行した日本の精神医療
は、国際的にも大きな批判を浴びています。この訴訟を通じて、病院中心に偏っ
た精神医療から地域精神医療への転換が行われることを目指します。精神医療が
誰でも安心して利用できる医療になるよう取り組まれています。

日 時：2022年1月16日(日)14：30～16：30

場 所：和歌山市中央コミュニティセンター 多目的ホール小
(和歌山市三沢町1丁目2番地）

テーマ：「精神医療国家賠償請求の背景と現在

～精神医療と長期入院について考える～」

話題提供者：古屋 龍太 氏（日本社会事業大学大学院 教授）

略歴
日本社会事業大学教授、公益社団法人日本精神保健福祉士協会相談役
1982年和光大学人文学部人間関係学科卒業後、国立武蔵療養所、国立精神・神経センター病院にソー
シャルワーカーとして26年間勤務。この間、地域での作業所・グループホーム作りなどにも関与。
2008年日本社 会事業大学専門職大学院准教授。2013年千葉保護観察所薬物事犯処遇プログラムの
スーパーバイザー。2014年博士（社会福祉学）学位取得。2015年より日本社会事業大学教授。
参与委員会等
厚生省精神障害者ケアガイドライン委員会、厚生労働省障害者相談支援従事者指導者研修検討委員会、
精神保健福祉士試験委員会副委員長、日本精神保健福祉士協会常任理事、日本病院・地域精神医学会
理事、日本デイケア学会理事、東京ＰＳＷ協会会長等を歴任。
著書
精神科病院と地域支援者をつなぐみんなの退院促進プログラムー実施マニュアル&戦略ガイドライン
(2021)、精神医療（第 5 次）3 号：精神医療国家賠償請求訴訟―その背景と現段階（2021）、精神医
療（第 4 次）97 号: 医療保護入院―制度の廃止に向けて(2020)



和歌山県精神保健福祉士協会30周年記念企画

精神医療国家賠償請求訴訟が私たちに問うもの
「精神医療国家賠償請求の背景と現在

～精神医療と長期入院について考える～」

申 込 書

≪本研修会に関するお問い合わせ先≫
和歌山県精神保健福祉士協会 事務局
住所：和歌山市和歌浦東３丁目２番３８号 和歌浦病院内

TEL：090-1149-0861 FAX：050-6865-4958

氏名 所属 連絡先

送信票不要ＦＡＸ送信先：050-6865-4958
和歌山県精神保健福祉士協会 事務局 宛

申込締切：令和4年1月12日（水）

こちらの二次元コードからも
参加申し込みが可能です。→


